








































The Support System for Developmental Dyslexic Children in Regular Elementary Schools 
: Through the Education Consultation with a Dyslexic Child

































































































































































































































































































































































































＜ROCFTの結果＞なくスムーズに読み書き（流暢性）が必要③二次的に語彙力が落ちる④さらに「三次的に」自己肯定感の低下につながる。と重要なポイントをピックアップすることができる。 小学校現場の現状を鑑みると、②については主に正確性の評価が学校では主となっており、「（正しく）読めているから支援はおしまい」となり、二次的な学習到達度を落とす結果となっている。③については読みと語彙の関係性を考慮した教科指導が構築されていない。①についても特定の認知機能障害であれば同じ要素をもった別の課題が困難になることまで留意されないため、失敗経験が増えやすく、結果として「書けないから簡単な文字から繰り返し段階的に書く」といったスモールステップトレーニングを助長させている。学習障害の原因は、要素的な認知機能障害によって生じているので、情報処理過程の特性を十分検討し根拠に基づいた配慮と働きかけが必要とされる。 こういった児童の教育効果を引き出すためには、まず「できないこと」の背景を掘り下げる役割をことばの教室担任や特別支援教育コーディネ ターが各学校で有機的に機能として担う学校環境とシステムが必要である。そのうえで、各教諭（特に低学年担当） は検出や到達度に関する知識研修を、中高学年では心理課題との鑑別、すなわち一次要因と二次要因を見分ける力を学校全体でつけていく必要があると思われる。よって、ことばの教室や学習障害通級指導教室などが中心となって、各通常小学校の「センター機能」を担うべく、医療関係・大学関係専門家と連携をとり、「学校でできる評価と指導のフォーマット」を作成していくことが望ましいと感じた。 
 
 ＜STRAW結果＞ ・読み課題における特殊音の読み誤り ちゅ→ちょ、ひゅ→ぴょ、びゃ→ぴゃ、ぴゃ→にゃ、 ぐ→く、しょ→そ、じゅ→じゃ、しゅるい→しょるい ・書字課題における誤答  くるま/ クルマ/東   ※かたかなの「マ」と書いて「モ」と書いたのかもと    自分で混乱。漢字は、形が似た漢字と間違えて想起  ゆうだち/ユウダチ/夕    ※かたかな想起に時間がかかる。「夕立」の「立」が    わからない。  まち/マチ/町  ※「町」の想起に時間がかかる  しょうがつ/シュウガツ/正月 
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